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玉井嶂教授研究業績一覧
【著書 ・編著】
1.『教養 の ためのイギ リスの文学』(共著)、東海大学 出版会、1985(S60)
年3月 。(「『イ ン ・メモ リア ム』 詩 人の成長」、 「『指輪 と本 』
詩 にっ い ての詩」、 「『真面 目が肝心 』 ダ ンデ ィの試 練」執 筆)〔共
編者:杉 本龍太郎、内田能嗣〕
2.『 オス カー ・ワイル ド事典 イギ リス世紀 末大百科』(共編著)、北
星 堂、1997(H9)年3月。(ヴ ィ ンケルマ ン、 エ ピキ ュー リアニズム、
グロー ヴナー ・ギ ャラリー、 ゴスペル ・オ ブ ・ゴール ド、 アーサー ・シ
モ ンズ、 ス ウィンバー ン、 ダー ウィニズム、 ウォルター ・ペイター、 ホ
イ ッス ラー、 ジョン ・ラス キ ンを担 当執筆)〔共編者:山 田勝、西村孝
次、荒井 良雄、川 崎淳之助、井村君 江他〕
3.『 トマ ス ・バ ーデ ィ と世紀 末』(共著)、 英宝社、1999(H11)年3月。
(「リ トル ・フ ァーザー ・タイムと世紀末文学 『日蔭者 ジュー ド』論」
執筆)〔共著者:森 松健介 、井 出弘之、土岐恒二〕
4.『批評 の現在 哲学 ・文学 ・演劇 ・音楽 ・美術』(共著)、和泉書院、
1999(H11)年10月。(「作者 のゆ くえ ポス ト構造主義 の文学批評」
執筆)〔共著者:鷲 田清一 、渡辺裕他〕
5.『 イギ リス世紀末文学 にお けるテ クス トと言語 ペ イター とワイル
ド』(単著)、海川企画出版 部、1999(H11)年11月。
6.RegencyDandyismandtheFashionableNovel:TextsandStudies,PartI:
TheFashionableNovel(1):監修 ・編 集 、 全7巻(共 編 著)、 本 の 友 社 、
2002(H14)年12月 。 〔共 編 者:松 村 昌 家 〕
7.RegencyDandyismandtheFashionableNovel:TextsandStudies,PartII:
TheFashionableNovel(2):監修 ・編 集 、 全9巻(共 編 著)、 本 の 友 社 、
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2003(Hl5)年12月。 〔共編者:松 村昌家〕
8.RegencyDandyismandtheFashionableNovel:TextsandStudies,PartIII:
EαrかStudies:監修 ・編集、 全6巻(共 編著)、本 の友社、2003(Hl5)
年12月 。 〔共編者:松 村 昌家〕
9.『病 いと身体 の英米 文学』(阪 大英文学会 叢書1)(共 編著)、 英宝 社、
2004(H16)年5月。(「まえが き」執筆)〔共編者:仙 葉豊〕
10.NewWomanFiction‐GenderRepresentationattheFin-de-Siecle,PartI
監修 ・編集、全5巻(共 編著)、アテ ィーナ ・プ レス、2005(H17)年11
月。 〔共 編者:武 田美保 子〕
11.NewWomanFiction‐GenderRepresentationattheFin-de-Siecle,PartII
:監修 ・編集 、全4巻(共 編著)、 アテ ィーナ ・プ レス、2006(H18)
年7月 。 〔共編者:武 田美保子〕
12.『〈異界〉を創造す る 英米 文学 におけ る ジャンルの変奏』(阪 大英
文学 会叢書3)(共 編著)、 英宝社、2006(H18)年11月。(「まえが き」
執筆)〔共編者:新 野緑〕
13.『批 評理論 を読 む、 テ クス トを読 む 文学研究方法論へ の挑戦』(編
著)、大阪大学 文学研 究科英米文 学研究室、2007(Hl9)年3月。(「ま
えが き」、「批評理論 を読 む、 テ クス トを読 む」執筆)
14.『トマス ・バーデ ィ全貌 日本 バーデ ィ協会創立50周 年記念論集 』
(共編著)、 音羽書房 鶴見書 店、2007(H19)年10月。(「バ ーデ ィの リ
ア リズムと手紙 の言葉」執筆)〔共編者:鮎 澤乗光、深澤俊、森松健介、
藤田繁〕
15.OscarWilde:TheWoman'sWorld,November1887-October..,:監修 。
編集、 全2巻(共 編著)、 アテ ィーナ ・プ レス、2008(H20)年1月。
〔共編者:角 田信恵〕
16.『芸術 とコ ミュニケー シ ョンに関 する実践 的研 究 日本学術振興会
人文 社会 科学 振興 プ ロジェク ト〈文学 ・芸術 の社会 的媒介機能 〉研究報
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告書』(共 編著)、大阪大学文学研 究科刊行、2009(H21)年3月。(「環
境 と文 学 〈環境文学(Eco-Literature)〉の可能 性とその社会的効用」
執筆)〔共編者:藤 田治彦〕
17.『19世紀 イギ リス にお ける男性性 の構築 と脱構築 の ポ リティクス
研究報告 書(平 成18～20年 度科学研究費補助金(基 盤 〔B〕))』(編著)、
大阪大 学 文学研究 科刊行、2009(H21)年3月。(「まえが き」、 その他
執筆)
【論文】
1.「『ドリア ン ・グレイの 肖像』論 ワイル ドのゆれ動 く自己」、Osaka
LiteraryReview(大阪大学 大学 院英文 学談話 会)、No.10、1971(S46)
年10月 、PP」05-20.
2.「 アーサ ー ・シモ ンズ にお ける象徴 主義 不安感 か ら象徴主義 へ」、
OsakaLiteraryReview(大阪大学大学 院英文学談話会)、No.11、1972(S
47)年10月、PP.89-99.
3.「ArthurSymonsとDecadence」、『村上至孝 教授退官記念論文集』、英宝
社、1974(S49)年4月、pp.282-96,
4.「アーサー ・シモ ンズ と象徴主義 マラルメのく氷結 した不浸透性 〉
をめ ぐって」、 『大 阪府 立大学紀要(人 文 ・社会科学)』(大阪府立大学)、
No.23、1975(S50)年3月、PP.17-36.
5.「 オス カー ・ワイル ド 『理想 の夫 』の構成」、 『英米文学 研 究 と鑑
賞』(大阪府立大学英米 文学 研究会)、No.23、1976(S51)年6月、pp.
11
6.「 『ウイ ンダ ミア夫人 の扇 』 におけ る〈 ドラマテ ィ ック ・アイ ロニ ー〉
にっいて」、 『経済 理論』(和歌 山大学経 済学会)、No.169、1979(S54)
年5月 、pp.37-62.
7.「『獄中記』 ・その他 ワイル ド主要作 品解題」、 『ユ リイ カ』(青土
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社)、1980年9月号、1980(S55)年9月、pp.230-35.
8.「 ワイル ドの批評 とホイ ッスラー」、 『山川 鴻三教 授退官記 念論 文集 』、
英 宝社、1981(S56)年4月、pp.317-31.
9.「社交 界の トポス ワイル ド喜劇論 ノー ト」、『都市史 をめ ぐる諸 問
題 共同研究論集』(大阪大学文学部)、No.2、1984(S59)年8月、
pp.71-82.
10.「『ドリアン ・グ レイの肖像』 にお ける図柄」、 『イギ リス文学評論 ・1』、
創元 社、1986(S61)年4月、pp,151-65.
11.「『獄中記』 と 『レデ ィ ング監獄 の唄』 にお ける語 り」、 『日本 ワイル ド
協 会 ニューズ レター』(日本 ワイル ド協会編)、No.3、1986(S61)年7
月、PP.15-16.
12.「〈不在 〉のエ ロテ ィックス ペイター試論」、『愛 と死 一エ ロス
のゆ くえ』、1987(S62)年10月、pp.175-87.
13.「社交界 の劇空 間 『っ ま らぬ女』 を中心 に」、 『空 間 と英米文学』、
英宝社、1987(S62)年12月、pp.141-72.
14.「ダンデ ィの求愛 ワイル ド喜劇論」、『イギ リスの表層 と深 層 一
英米 文学 の視 点か ら:内 多毅 博士喜 寿記念論 文集』、 東海大学 出版会 、
1987(S62)年12月、PP.220-28.
15.「ワイル ドの 〈純粋 ・自立 〉文学観 ラスキ ンとペイ ターのあ いだ
で」、『日本 ワイル ド協 会 ニューズ レター」(日本 ワイル ド協会編)、No.
5、1988(S63)年7月、PP.15-17.
16.「『家の なかの子供』 にお ける旅立 ち」、『イギ リス文学評論 ・III』、創元
社 、1988(S63)年ll月、pp.167-80.
17.「ワイル ドとホイ ッス ラー 詩 と絵画 の領分 をめ ぐって」、『日本 ワ
イル ド協会 ニューズ レター』(日本 ワイル ド協会編)、No.6、1989(H1)
年7月 、PP.10-12.
18.「『享楽 主義者 マ リウス』 にお けるイ ンターテ クチ ュア リテ ィとその時
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間性」、 『待兼山論叢(文 学 篇)』(大阪大学文学 部)、No.23、1989(H1)
年12月 、PP.1-14.
19.「『サ ロ メ』 にお ける 「欲望 」」、 『日本 ワイル ド協会 ニュー ズ レター』
(日本 ワイル ド協会編)、No.8、1991(H3)年12月、pp.10-11.
20.「TheWell-Belovedにお け る'ending'」、 『成 田義光教授 還暦祝賀記念 論
文集』、 英宝社、1992(H4)年7月、pp.69-83.
21.「〈芸術 家と市民の対立〉のモチーフのゆくえ」、『日本バーディ協会ニュー
ス』(日本バ ーデ ィ協 会編)、No.32、1992(H4)年9月、pp.2-4.
22.「ラス キ ンとペイ ター 〈あ りのままの事 実 〉と 〈芸術 の制 約 〉」、
『イギ リス文学展望 ル ネサ ンスか ら現代 まで』、 山口書店、1992(H
4)年10月 、PP.435-59.
23.「PaterとWilde-'theliteralyarchitecture「をめ ぐって」、 『英語 青年』
(研究社)、1994年12月号、1994(H6)年12月、pp.17-19.
24.「絵画 空間 のなか の音楽 「ジョル ジ ョーネ派論 」再考」、『ウォル
ター ・ペイ ターの世界 ペイター没後百年記念論文集』(日本 ペイ ター
協会編)、八潮出版社、1995(H7)年7月、pp.123-42.
25.「ヴ ィジ ョンのなかの ローマ 『享楽主義者 マ リウス』」、『風景 の修
辞学』、英宝社、1995(H7)年10月、pp.187-218.
26.「ペイ ターとく透明性 〉」、『言語 と文化 の諸相 奥 田博之教授退官
記念論 文集』、英宝社、1996(H8)年4月、pp.227-34.
27.「ワイ ル ドの喜劇 『真面 目が肝心』 を中心 に」、 『日本 ワイル ド協
会 ニュ ーズ レター』(日本 ワイル ド協会編)、No.13、1996(H8)年12
月、PP,16-17.
28.「快楽 のゆ くえ 「真面 目が肝 心』」、『デ ィコンス トラクション
<現 代 批評 のプ ラク ティス>1』 、 研究社 、1997(H9)年2月、pp.173-
99.
29.「ペイター文学 と現 代批評」、『言 語 と文化 の対話 齊 藤俊雄 ・大谷
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泰 照 教 授 退 官 記 念 論 文 集 』、 英 宝 社 、1997(H9)年5月 、pp.334-43.
30.「 ペ イ タ ー と吉 田m」 、 『日 本 ペ イ タ ー 協 会 会 報 』(日 本 ペ イ タ ー 協 会
編)、No.19、1998(H10)年10月 、PP.12-15.
31.「 『サ ロ メ 』 と ヴ ィ ク ト リ ア 朝 」、 『ヴ ィ ク ト リ ア 朝 一文 学 ・文 化 ・歴
史:松 村 昌 家 教 授 古 稀 記 念 論 文 集 』、 英 宝 社 、1999(Hll)年11月 、pp.
266-80.
32.「 近 代 性 と言 葉 吉 田mの ペ イ タ ー 論 」、 『藤 井 治 彦 先 生 退 官 記 念
論 文 集 』、 英 宝 社 、2000(H12)年2月 、pp.513-24.
33.「 ア ー ノ ル ドの 批 評 」、 『英 語 ・英 米 文 学 の エ ー トス と パ ト ス 杉 本
龍 太 郎 教 授 古 稀 記 念 論 文 集 』、 大 阪 教 育 図 書 、2000(Hl2)年3月 、pp.
399-407.
34.「 ワ イ ル ドに お け る 文 学 の 再 生 無 数 の 生 と遺 伝 」、 「英 語 青 年 』(研
究 社)、2001年2月 号 、2001(Hl3)年2月 、pp.17-19.
35.「 トマ ス ・バ ー デ ィ を 読 むJ・ ヒ リス ・ ミ ラ ー 」、 『英 語 青 年 』(研 究 社)、
2001年10月 号 、2001(H13)年10月 、pp.14-16,48.
36.「J・ ヒ リス ・ ミ ラ ー の 批 評 テ ク ス トの 「異 種 混 交 性 」 を め ぐ っ て」、
「 ドラ マ テ ィ ッ ク ・ア メ リ カ 』、 英 宝 社 、2002(H14)年10月 、pp.3-21.
37.「 ワ イ ル ド研 究 の 現 在 」、 『オ ス カ ー ・ ワ イ ル ド研 究 』(日 本 ワ イ ル ド協
会 編)、No.5、2003(H15)年ll月 、pp.13-16.
38.「 『ま じ め が 肝 心 』 と フ ァ ル ス ーワ イ ル ド論 」、 『岩 波 講 座 文 学 』、5巻
『演 劇 と パ フ ォ ー マ ン ス 』、 岩 波 書 店 、2004(HI6)年2月 、pp.227-47.
39.「 人 の 顔 、 風 景 の 顔 」、 『日本 バ ー デ ィ 協 会 ニ ュ ー ス 』(日 本 バ ー デ ィ協
会 編)、No.56、2004(Hl6)年9月 、pp.1-2.
40.「 ペ イ タ ー と ロ マ ン テ ィ ッ ク ・コ ネ ク シ ョ ン」、 『日本 ペ イ タ ー 協 会 会 報 』
(日本 ペ イ タ ー 協 会 編)、No.25、2004(Hl6)年9月 、pp.5-6.
41.「 フ ァ ッ シ ョ ナ ブ ル ・ ノ ヴ ェ ル の 世 界 」、 『RegencyDandyismandthe
FashionableNovel別冊 解 説 』、 本 の 友 社 、2004(Hl6)年9月 、pp.
69
12-22.
42.「 『ヴ ィ レ ッ ト』」、 『ブ ロ ン テ姉 妹 を 読 む 人 の た め に 』、 世 界 思 想 社 、2005
(Hl7)年2月 、pp.211-18.
43.「J・ ヒ リス ・ ミ ラ ー の 批 評 再 考 バ ー デ ィ の 詩 「引 き裂 か れ た 手 紙 」
を め ぐ っ て 」、 「テ ク ス トの 地 平 森 晴 秀 教 授 古 稀 記 念 論 文 集 』、 英 宝
社 、2005(H17)年3月 、pp.183-97.
44.「 芸 術 家 た ち の 結 社 ラ フ ァ エ ロ 前 派 」、 『結 社 の イ ギ リス 史 噛 ク
ラ ブ か ら帝 国 ま で 』、 山 川 出 版 社 、2005(H17)年8月 、pp.163-76.
45.「 美 の 遺 伝 ラ フ カ デ ィ オ ・ハ ー ン の 日 本 文 化 論 」、 『英 語 ・英 文 学
の 視 座 上 山 泰 教 授 喜 寿 記 念 論 文 集 』、 大 阪 教 育 図 書 、2005(H17)
年11月 、PP.239-49.
46.「 批 評 の 修 辞 的 身 体 」、 『オ ス カ ー ・ワ イ ル ド研 究 』(日 本 ワ イ ル ド協 会)、
No.7、2006(H18)年3月 、PP55-59.
47.「 〈 新 し い 女 〉 小 説 の 諸 相 小 説 ・演 劇 ・絵 画 」、 『NewWoman
Fiction-GenderRepresentationattheFin-de-Siecle:別冊 解 説 』、 ア テ ィ ー
ナ ・プ レ ス 、2006(H18)年7月 、pp.1-11.
48.「 ワ イ ル ド編 集 に よ るTheWoman'sWorldの復 刻 に 当 た っ て 」、 『The
Woman'sWorld,November1887-October1889:別冊 解 説 』、 ア テ ィ ー ナ ・
プ レ ス 、2008(H20)年1月 、pp.1-6.
4g.「 批 評 理 論 と英 文 学 教 育 英 語 を 教 え る こ と 、 英 文 学 を 教 え る こ と」、
『日本 英 文 学 会 第80回 大 会Proceedings』(日本 英 文 学 会 編)、2008(H
20)年9月 、PP.203-05.
50.「 ペ イ タ ー 文 学 の 可 能 性/ペ イ タ ー 文 学 の 原 風 景 」、 『日本 ペ イ タ ー 協 会
会 報 』、No.29、2008(H20)年10月 、pp.4-8.
51.「 シ ャ ー ロ ッ ト ・ブ ロ ン テ 小 説 の 可 能 性 『シ ャ ー リ ー 』 の 場 合 」、
『ブ ロ ン テ ・ス タ デ ィ ー ズ 』(日 本 ブ ロ ン テ 協 会 編)、 第4巻 第6号 、
2008(H20)年10月 、PP.1-18.
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52.「文学 ・芸術 は〈エコ〉にどの よ うに貢献で きるのか?」、 『文学 ・芸術
は何 のためにあるのか?未 来を拓 く人文 ・社会科学 シ リ.一ズ第17
冊』、東 信堂、2009(H21)年3月、pp.105-13.
53.「ワイル ドの ジャーナ リズムに対す るア ンビヴ ァレンス」、『オ スヵ 一 ・
ワイ ル ド研究 』(日本 ワイル ド協会)、No.10、2009(H21)年3月、pp.
13-17.
54.「批評 家 と してのオス カー ・ワイル ド」、「アイル ラン ド ・ケル ト文化 を
学 ぶ人 の ために』、世界思想社、2009(H21)年5月、pp.164-73.
【エ ッ セ イ ・書 評 ・そ の 他 】
1.書 評:「 世 紀 末 文 学:Ian,Fletcher,ed.,Decadenceandthe1890s.
London:EdwardAmold,1979」、TheBrowser(大阪 洋 書),No.11、1981
(S56)年5月 〔筆 名:A.T〕.
2.「Decadenceをめ ぐ って 」、TheBowser(大阪 洋 書),No.21、1984(S5g)
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